
2008 年 7 月 25 日

一
〇
一
号
よ
り
、
表
題
の『
と
こ
ろ
ざ
わ
』が『
つ
ど
い
の
樹
』に
変
わ
り
ま
し
た
。

▼ 
も 

く 

じ 

▲

１
頁
＝
定
期
総
会
、
新
役
員
紹
介

２
頁
＝
理
事
長
挨
拶
、
退
任
役
員
の
方
々

３
頁
＝
悠
和
会
総
会
、
セ
ン
タ
ー
総
会

４
頁
＝
新
正
副
理
事
長
挨
拶

 

20
年
度
事
業
計
画

５
頁
＝
事
業
計
画
、
理
事
会
報
告

６
頁
＝
職
場
訪
問
記
、
薄
学
駄
話

７
頁
＝
老
人
閑
居
し
て
…

 

悠
和
会
た
よ
り
、
あ
と
が
き

８
頁
＝
シ
ル
バ
ー
豆
宣
伝
、
お
知
ら
せ

　
　
　

創
立
30
周
年
記
念
行
事
の
お
知
ら
せ

　
　
　

健
康
一
口
メ
モ

本誌を是非お読みください。会員の情報交換の場として活用してください。

20
年
度
定
期
総
会

新
役
員

５
月
28
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
よ
り

所
沢
駅
東
口
前
の
く
す
の
き
ホ
ー
ル
で
平

成
20
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
347
名
、
委
任
状
１
千
１
百
46
名

合
わ
せ
て
１
千
４
百
93
名
と
定
足
数
に
達

し
盛
大
な
総
会
と
な
っ
た
。

先
に
悠
和
会
の
総
会
が
あ
り
、
司
会
を

横
田
光
雄
氏
、
議
長
に
は
小
林
多
摩
樹
氏

が
選
任
さ
れ
、
議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
２
時
10
分
に

閉
会
し
た
。

引
き
続
き
セ
ン
タ
ー
総
会
が
行
な
わ

れ
、
司
会
は
福
田
卓
爾
氏
、
議
長
は
奥
富

武
美
氏
が
選
任
さ
れ
、
議
案
第
１
・
第
２

号
の
報
告
と
監
査
報
告
を
審
議
。
さ
ら
に

議
案
第
３
・
第
４
号
の
計
画
、
予
算
が
審

議
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

議
案
第
５
号
は
任
期
満
了
に
伴
う
、
理

事
・
監
事
を
選
出
。
新
役
員
体
制
が
承
認

さ
れ
た
。
４
時
に
閉
会
。

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
懇
親
会
が
行
な

わ
れ
、会
員
相
互
の
歓
談
で
親
睦
を
深
め
、

今
後
の
発
展
を
祈
り
つ
つ
散
会
し
た
。

（
詳
細
は
２
〜
３
頁
）　
（
岩
﨑
記
）　

秋山脩　理事長

小林晟　新理事長

新
役
員
紹
介

     

役
職
名　
　
　
　

氏　

名

顧　
　

問 

当　

麻　

よ
し
子

相  

談  

役 

秋　

山　
　
　

脩

理  

事  

長 

小　

林　
　
　

晟

副
理
事
長 

五　

社　

よ
し
子

専
務
理
事 

森　

田　

勝　

治

理　
　

事 

橋　

本　

英　

世

　

 

〃 　

 

山　

内　

康　

子

　

 

〃 　

 

粕　

川　

博　

扶

　

 

〃 　

 

吉　

松　

直　

子

　

 

〃 　

 

関　

上　

丑　

松

　

 

〃 　

 

陸　

浦　

孝　

之

　

 

〃  

赤　

沢　

徳　

和

　

 

〃  

森　

澤　
　
　

弘

　

 

〃  

肥　

沼　

金　

治

　

 

〃  

山　

野　

光　

司

　

 

〃  

片
居
木　

健　

二

　

 

〃  

小
檜
山　

正　

幸

　

 

〃  

黒　

田　

信　

幸

　

 

〃 

鏡　
　
　
　
　

諭

監　
　

事 

大　

野　
　
　

勉

　

 

〃  

堀　

口　

静　

子
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理
事
長
あ
い
さ
つ

秋
山　

脩

一
言
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
日
は
、
平
成
20
年
度
所
沢
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会
の
開
催
に

当
た
り
、
所
沢
市
を
は
じ
め
ご
来
賓
の
皆

様
に
は
、
公
務
ご
多
用
の
中
ご
出
席
を
賜

り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

又
、
ご
参
集
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
に
て
セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
推
進

に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
我
々
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
世
界
的
に
は
原
油
高
騰
に
依
る
物
価

高
、
国
内
に
於
い
て
も
食
料
品
を
始
め
諸

物
価
の
値
上
げ
が
続
き
、
加
え
て
、
本
年

４
月
に
始
ま
っ
た
後
期
高
齢
者
向
け
医
療

制
度
等
、
厳
し
い
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
更
に
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
行
す
る
中
に
あ
り
ま
し
て
、
高
齢
者
が

生
涯
現
役
と
し
て
、
多
様
な
形
で
社
会
参

加
す
る
こ
と
が
、
今
程
求
め
ら
れ
て
い
る

事
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

SC
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）
は
、

地
域
社
会
に
重
要
な
組
織
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
様
な
中
で
、
地
域
に
密
着
し

た
就
業
を
通
じ
て
、
発
注
者
の
要
望
に
応

え
る
元
気
な
高
齢
者
の
集
団
と
し
て
、
よ

り
一
層
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。　

本
日
は
、
五
つ
の
議
案
を
ご
提
案
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、
平
成
19

年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
で
あ
り
ま

す
が
、
会
員
皆
様
の
強
い
就
労
意
欲
と
ご

協
力
に
よ
り
、
目
標
を
3.8
％
上
回
る
９
億

円
近
い
受
注
高
を
収
め
ま
し
た
。
20
年
度

の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
で
は
、
目
標
と

し
て
契
約
高
９
億
２
千
万
円
、
就
業
率
は

80
％
と
い
た
し
ま
し
た
。
又
、
本
年
は
役

員
の
改
選
の
他
、
当
SC
創
立
30
周
年
を
迎

え
ま
す
事
か
ら
、
各
種
の
企
画
が
検
討
さ

れ
る
中
で
、
今
後
の
SC
の
進
路
に
つ
い
て

中
長
期
計
画
策
定
委
員
に
よ
り
、
討
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
本
年
も
就
業
機
会
の
拡
大
と
各
種

の
研
修
・
講
習
会
を
通
し
て
、
発
注
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
会
員
の
資
質
の

向
上
を
図
る
と
共
に
、
悠
和
会
の
積
極
的

な
運
営
に
よ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
は
も

と
よ
り
、
SC
事
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
る
事
を
念
願
す
る
次
第
で
す
。

私
は
こ
こ
で
、
今
日
ご
出
席
頂
い
て
い

る
会
員
、
今
現
在
、
額
に
汗
し
て
働
か
れ

て
い
る
会
員
の
お
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
以

外
の
会
員
で
SC
の
運
営
・
行
事
等
に
未
だ

関
心
が
薄
い
方
を
知
る
に
つ
け
、
是
非
当

SC
広
報
誌
「
つ
ど
い
の
樹
」
等
で
、
状
況

を
知
る
と
共
に
、
SC
の
理
念
で
あ
る
「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
を
理
解
し
、

実
践
し
て
頂
き
た
い
と
切
望
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
も
市
関
係
機
関
、
発
注
者
の

方
々
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
な

が
ら
、
会
員
・
役
職
員
皆
様
の
御
協
力
の

も
と
、
更
な
る
発
展
を
進
め
て
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
、
今
後
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
又
、

会
員
皆
様
が
安
全
就
業
に
徹
し
、
ご
健
勝

に
て
活
躍
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
総
会
に
当
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

退
任
役
員
の
方
々

永
年
に
亘
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
役
員
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
10
名
の

方
々
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
ご
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

○　

秋
山　

脩
様

 

（
理
事
長
６
年
・
理
事
６
年
）

○　

田
中
文
雄
様

　

 

（
副
理
事
長
６
年
・
理
事
４
年
）

○　

山
口　

博
様 

（
理
事
６
年
）

○　

押
切
辰
弥
様 

（
理
事
６
年
）

 

（
健
康
上
２
月
辞
任
）

○　

九
鬼
春
雄
様 

（
理
事
６
年
）

○　

村
上
和
枝
様 

（
理
事
４
年
）

○　

前
田　

元
様 

（
理
事
４
年
）

○　

大
坂
秀
吉
様 

（
理
事
２
年
）

○　

貫
井
弘
久
様 

（
理
事
10
年
）

○　

小
野
民
夫
様 

（
理
事
２
年
）

皆
様
方
に
は
今
後
と
も
当
セ
ン
タ
ー
の

発
展
の
た
め
に
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



（3）  シルバー所沢　つどいの樹 2008.7.25 発行 第 103 号

議
案
第
５
号
は
役
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
選
任
に
つ
い
て
、
兼
松
選
考
委
員
長
か

ら
新
役
員
（
１
頁
参
照
）
の
提
案
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。
全
議
案
と
も
満
場
一
致
で

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

新
役
員
の
紹
介
の
後
、
役
員
協
議
で
選

任
さ
れ
た
小
林
晟
新
理
事
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
最
後
に
五
社
よ
し
子
副
理
事
長
の
閉

会
の
言
葉
で
、
総
会
は
終
了
。

長
時
間
に
亘
っ
た
が
滞
り
な
く
無
事

に
、
悠
和
会
総
会
、
セ
ン
タ
ー
総
会
を
終

え
た
。 

（
岩
﨑
記
）

総
会
の
あ
ら
ま
し

第
一
部　

悠
和
会
総
会

　
横
田
光
雄
氏
（
小
手
指
地
区
）
の
司
会

で
、
渡
邊
光
信
会
長
の
挨
拶
。
議
事
に
入

り
、議
長
に
小
林
多
摩
樹
氏（
松
井
地
区
）、

議
事
録
署
名
人
亀
井
克
敏
氏
（
中
央
地

区
）、
倉
片
敏
明
氏
（
所
沢
地
区
）、
書
記

志
賀
幸
子
氏
（
吾
妻
地
区
）、
水
流
美
智

子
氏
（
富
岡
地
区
）
が
選
ば
れ
、
配
布
さ

れ
た
議
案
書
に
基
づ
き
議
事
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
平
成
19
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
（
議
案
第
１
、２
号
）
が
上
程

さ
れ
、
森
澤
幹
事
よ
り
活
動
経
過
等
を
説

明
。
監
査
報
告
で
は
田
中
監
事
か
ら
「
適

正
且
つ
確
実
に
処
理
さ
れ
て
い
る
」
と
報

告
。続

い
て
、
平
成
20
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
（
議
案
第
３
、４
号
）
が
上
程

さ
れ
、
橋
本
副
会
長
が
説
明
、
質
疑
に
対

し
て
は
役
員
会
で
努
力
し
善
処
す
る
事
で

了
解
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
５
号
議
案
の
会

則
の
一
部
改
正
、
第
６
号
議
案
の
補
欠
役

員
の
承
認
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
全
議

案
と
も
満
場
一
致
で
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

第
二
部　

セ
ン
タ
ー
総
会

司
会
は
福
田
卓
爾
氏
（
新
所
沢
東
地

区
）。
田
中
副
理
事
長
の
開
会
の
言
葉
。

秋
山
理
事
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓
の

挨
拶
で
は
当
麻
所
沢
市
長
、
さ
ら
に
中
村

市
議
会
副
議
長
、
柳
下
県
議
会
議
員
か
ら

祝
辞
を
頂
い
た
。
続
い
て
出
席
来
賓
の
紹

介
、
祝
電
披
露
の
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
長
に
奥

富
武
美
氏

（
新
所
沢
東

地
区
）、
議

事
録
署
名
人

亀
井
克
敏
氏

（
中
央
地
区
）、

倉
片
敏
明
氏

（
所
沢
地
区
）、

書
記
志
賀
幸
子
氏
（
吾
妻
地
区
）、
両
角

博
美
氏
（
事
務
局
係
長
）
が
選
ば
れ
、
５

つ
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

ま
ず
、
平
成
19
年
度
事
業
報
告
、
収
支

報
告
及
び
財
産
目
録
の
承
認
（
議
案
第

１
、２
号
）
が
上
程
さ
れ
、
森
田
専
務
理

事
よ
り
契
約
金
額
８
億
９
千
５
百
万
円

（
前
年
度
比
3.8
％
増
）
就
業
率
79
％
と
何

れ
も
順
調
に
推
移
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。

監
査
報
告
は
監
事
の
大
野
勉
氏
か
ら
「
業

務
の
執
行
状
況
は
適
正
且
つ
決
算
書
類
は

公
正
妥
当
で
あ

る
」
と
報
告
が

あ
り
、
２
議
案

と
も
「
異
議
な

し
」
と
承
認
さ

れ
た
。

続
い
て
、
平

成
20
年
度
事
業

計
画
、
収
支
予

算（
議
案
第
４
、 

５
号
）
が
上
程

さ
れ
、
小
林
副

理
事
長
よ
り
、

契
約
高
９
億
２ 

千
万
円
、
就
業

率
80
％
を
目
標

に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
中
長

期
計
画
の
策
定
、
安
全
就
業
対
策
の
推

進
・
高
齢
者
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

推
進
、
独
自
事
業
な
ど
が
折
り
込
ま
れ
た

10
項
目
の
実
施
計
画
案
が
提
示
さ
れ
た
。

収
支
予
算
書
で
は
当
期
の
収
入
９
億
４
千 

１
百
31
万
２
千
円
、
支
出
９
億
８
千
１
百 

６
万
３
千
円
の
内
訳
等
が
説
明
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た
案
件
は
改
善
す

る
事
で
了
解
さ
れ
、
２
議
案
と
も
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

当麻よし子市長

定期総会後の懇親会
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新
正
副
理
事
長
挨
拶

理 

事 

長
小
林　

晟

わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
で
総
人
口
も

減
少
に
転
じ
、
労
働
力
人
口
の
確
保
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
先
、
２
２
０
０
名
余
の
会
員
の
皆

様
に
は
、
社
会
の
担
い
手
と
し
て
長
年
培
っ

て
来
た
知
識
･
技
術
･
経
験
を
活
か
し
た

社
会
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
も
と
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
様
々
な
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
が
、
運
営
に
は
「
透
明
性
･

民
主
性
･
公
平
性
」
を
大
原
則
と
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
創
立
30
周
年
の

節
目
の
年
で
す
が
、
更
に
前
進
す
る
た
め

中
･
長
期
計
画
も
樹
立
し
事
業
展
開
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
間
の
「
和
」
を
更
に
広
げ

よ
う
と
親
睦
団
体
で
あ
る
悠
和
会
が
独
立

性
を
も
ち
な
が
ら
「
い
つ
く
し
み
、
和
す

る
会
」
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

セ
ン
タ
ー
と
悠
和
会
が
車
の
両
輪
と
な

り
社
会
貢
献
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

目
的
達
成
の
た
め
、
基
本
理
念
「
自
主

･
自
立
、
共
働
･
共
助
」
を
踏
ま
え
、
会

員
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
地

域
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
な

る
よ
う
に
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
理
事
長

　
　

五
社　

よ
し
子

副
理
事
長
の
大
役
を
皆
様
の
ご
推
挙
に

よ
り
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

会
員
と
な
り
17
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

今
ま
で
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
婦

人
部
の
活
動
経
験
も
活
か
し
、
女
性
会
員

の
増
強
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
か
ら
地
区
委
員
会
の
組
織

に
も
加
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー

組
織
の
根
源
で
あ
り
ま
す
地
区
委
員
会

が
、
元
気
で
活
気
あ
る
組
織
を
目
指
し
て

行
き
ま
す
こ
と
が
、
シ
ル
バ
ー
全
体
の
発

展
に
繋
が
っ
て
行
く
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

各
部
会
と
委
員
会
と
も
連
携
を
密
に
し

て
「
明
日
が
見
え
る
セ
ン
タ
ー
」
を
作
っ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　

お
知
ら
せ

橋
本
英
世
氏
は
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
副
理
事
長
職
を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。

事 

業 

部 

会

　

本
年
度
の
目
標

＊
契
約
高　

９
億
２
千
万
円

＊
就
業
率　

80
％

目
標
達
成
の
た
め
の
重
点
推
進
事
項

１
．
就
業
機
会
の
開
拓
と
提
供
の
充
実
・

強
化

(1)
多
岐
に
亘
る
会
員
能
力
を
活
か
す
べ

く
各
職
種
の
就
業
開
拓
活
動
の
展
開

(2)
指
定
管
理
者
制
度
導
入
へ
の
取
り
組

み
２
．
研
修
会
・
講
習
会
の
実
施

(1)
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
研
修
会
等

の
推
進

(2)
就
業
に
向
け
た
会
員
の
講
習
会
の
推

進(3)
技
能
・
技
術
等
の
後
継
者
会
員
の
育

成
を
目
的
と
し
た
講
習
会
の
推
進

３
．
組
織
の
構
築

(1)
事
業
体
制
推
進
へ
の
取
り
組
み

(2)
専
門
部
会
の
再
構
築
の
推
進

４
．
職
群
班
の
編
成

(1)
職
群
班
の
積
極
的
な
設
置
、
及
び
組

織
体
制
の
推
進

５
．
そ
の
他

(1)
悠
和
会
活
動
へ
の
支
援

会
員
安
全
就
業
推
進
委
員
会

　

本
年
度
の
目
標

＊
会
員
事
故　

対
前
年
度
比

30
％
削
減
（
13
件
以
下
）

＊
入
院
事
故　

ゼ
ロ

目
標
達
成
の
た
め
の
重
点
事
項　

・
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
こ
と
を
徹
底

・
入
院
事
故
ゼ
ロ
運
動
の
実
施

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

・
安
全
月
間
の
実
施

・
安
全
研
修
会
の
開
催

・
交
通
安
全
の
促
進

・
健
康
管
理
の
促
進

入
院
事
故
ゼ
ロ
に
つ
い
て
は
、
４
月
１

日
よ
り
セ
ン
タ
ー
入
口
の
ボ
ー
ド
に
「
入

院
事
故
ゼ
ロ
日
数
」
を
掲
示
し
、
注
意
を

喚
起
し
て
い
ま
す
。

安
全
委
員
会
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
な

メ
ン
バ
ー
で
目
標
達
成
を
目
指
し
、
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
も
「
自

分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
ぞ
！
」
の
強
い

決
意
の
も
と
、
安
全
就
業
と
途
上
事
故
防

止
に
ご
協
力
下
さ
い
。

11

15

31

24

18

件数

0

5

10
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傷害事故

20
年
度
事
業
計
画
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婦
人
部

　
　

本
年
度
の
活
動
計
画

女
性
会
員
の
増
員
推
進

セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
活
動

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
会
員
相
互
の
親
睦

主
な
活
動

・
古
布
回
収

（
回
収
箱
を
設
置
し
、
随
時
受
付
）

・
婦
人
部
の
つ
ど
い　

・
社
会
見
学

・
芋
煮
会
（
宣
伝
と
女
性
会
員
増
員
）

・
女
性
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ 

ー
配
布
（
地
区
役
員
と
協
力
し
、
市

内
各
所
へ
配
置
）

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

広
報
部
会

　

本
年
度
の
活
動
計
画

「
つ
ど
い
の
樹
」
を
４
回
発
行

（
１
月
、
４
月
、
７
月
、
10
月
）、　

「
つ
ど
い
の
樹
・
号
外
」
を
必
要
に

応
じ
随
時
発
行
。

20
年
度
の
方
針

１
．
公
共
機
関
を
通
じ
、「
シ
ル
バ
ー
所

沢　

つ
ど
い
の
樹
」を
積
極
的
に
紹
介
。

広
く
市
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
す

る
。

２
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
ネ
ッ

ト
上
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
、
幅

広
く
紹
介
す
る
。

３
．
部
会
員
は
、
地
区
懇
談
会
・
講
習
会
・

職
群
班
・
そ
の
他
会
合
等
に
も
参
加
す

る
よ
う
努
め
、
会
員
の
意
見
や
要
望
等

を
収
集
し
て
誌
面
の
充
実
を
図
り
た

い
。

４
．
部
会
員
の
パ
ソ
コ
ン
作
業
で
の
原
稿

ま
と
め
、
レ
イ
ア
ウ
ト
作
業
が
技
術
的

に
も
進
歩
し
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
編
集
作
業
の
効
率
を
目

指
す
。

理　

事　

会　

報　

告

平
成
19
年
度（
12
回
）理
事
会 

平
成
20
年
３
月
28
日（
金
）

審
議
事
項 

１
．
正
会
員
と
し
て
入
会
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

                    
 

新
入
会
員
登
録
者
20
人
、
退
会
者
50
人 

* 

承
認

                    
 

平
成
20
年
３
月
31
日
会
員
数

                    
 

男
１
千
４
９
８
人　

女　

６
１
９
人　

計　

２
千
１
１
７
人

報
告
事
項 

１
．
各
部
会
・
委
員
会
活
動
状
況
に
つ
い
て
説
明
報
告

平
成
20
年
度（
１
回
）役
員
会  

 

平
成
20
年
４
月
30
日（
水
）

審
議
事
項 

１
．
特
別
会
員
の
承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

                    
 

経
済
団
体
関
係
（
商
工
会
議
所
）

                    
 

福
祉
団
体
関
係
（
所
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

                    
 

行
政
関
係
（
所
沢
市
）

                    
 

以
上
の
団
体
よ
り
理
事
候
補
者  

* 

承
認

 

２
．
平
成
20
年
度
定
期
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て 

* 

承
認

                    
 

全
提
出
議
案
説
明
報
告
提
出
に
つ
い
て 

* 

承
認

 

３
．
正
会
員
と
し
て
入
会
の
承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

 
 

新
入
会
員
登
録
者
72
人
、
退
会
者
32
人 

* 

承
認

報
告
事
項 

１
．
各
部
会
・
委
員
会
活
動
状
況
に
つ
い
て
説
明
報
告

平
成
20
年
度（
２
回
）理
事
会 

平
成
20
年
５
月
30
日（
金
）

審
議
事
項 

１
．
相
談
役
の
承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て 

* 

承
認

 

２
．
正
会
員
と
し
て
入
会
の
承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

                    
 

新
入
会
員
登
録
者
40
人
、
退
会
者
29
人 

* 

承
認

 

３
．
事
業
部
会
員
の
承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て 

* 

承
認

 

４
．
平
成
20
年
度
事
業
部
会
事
業
計
画
の

                                       

承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て 

* 

承
認

  

報
告
事
項 

１
．
各
部
会
・
委
員
会
活
動
状
況
に
つ
い
て
説
明
報
告

平成20年度年間月別活動予定表

月 内　　容 月 内　　容

４ 第1回リーダー会 10 第5回リーダー会

５ 第2回リーダー会 11 第6回リーダー会

６ 婦人部のつどい 12 第7回リーダー会･芋煮会

７ 第3回リーダー会 １ 第8回リーダー会

８ 社会見学 ２ チャリティバザー

９ 第4回リーダー会 ３ 第9回リーダー会･三役会
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（44）

薄は
く
が
く
だ
わ
ー

学
駄
話

西
武
園
ゴ
ル
フ
場

西
武
ゆ
う
え
ん
ち
の
西
駐
車
場
入
り
口

か
ら
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
向
か
う
。

武
蔵
野
の
美
し
い
松
林
に
囲
ま
れ
た
狭

山
丘
陵
、
所
沢
市
荒
幡
の
一
画
に
広
が
る

交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
広
大
な
ゴ
ル
フ
場

で
18
ホ
ー
ル
・
5
， 

9
2
0
ヤ
ー
ド
・
パ 

ー
72
の
コ
ー
ス
で
す
。
近
代
的
な
建
物
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
18
室
を

備
え
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ン
ペ
か
ら
大
型

コ
ン
ペ
ま
で
幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

前
夜
か
ら
の
雨
が
激
し
さ
を
増
す
中
を

広
瀬
総
務
係
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
会
員
は
コ
ー
ス
整
備
５
名
、
リ

ネ
ン
室
６
名
、
送
迎
の
職
場
で
２
名
が
就

業
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
整
備
は
早
朝
６

時
半
か
ら
９
時
半
ま
で
の
３
時
間
、
イ
ン

コ
ー
ス
、ア
ウ
ト
コ
ー
ス
を
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。
作
業
開
始
の

前
に
作
業
機
材
の
点
検
を
行
い
、
主
に
バ

ン
カ
ー
の
砂
を
綺
麗
に
整
地
し
ま
す
。
他

の
職
場
は
６
〜
８
時
間
の
就
業
で
す
。

会
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
広
瀬
係
長

の
仕
事
。
天
候
に
よ
り
、
あ
る
い
は
健
康

状
態
に
よ
り
、仕
事
の
内
容
を
見
極
め
て
、

適
切
な
人
員
配
置
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
日
は
あ
い
に
く
雨
の
た
め
会
員
の
就

業
が
無
く
、
個
々
の
職
場
に
は
伺
え
ま
せ

ん
で
し
た
。次
回
天
気
の
良
い
日
を
選
び
、

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
整
備
風
景
を
見
て
、
お

話
を
伺
う
約
束
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
雨
が
続
き
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
調
整
で
き
な
い
ま
ま
20
日
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

梅
雨
の
切
れ
目
の
６
月
13
日
に
や
っ
と

再
訪
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

コ
ー
ス
作
業
が
始
ま
る
午
前
７
時
に
伺

い
、
担
当
の
西
村
さ
ん
の
案
内
で
コ
ー
ス

に
出
て
シ
ル
バ
ー
会
員
の
探
索
が
始
ま
り

ま
し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
さ
ん
や
ー
い
！
」

車
か
ら
降
り
て
、
整
備
中
の
従
業
員
に

尋
ね
た
り
し
な
が
ら
探
す
こ
と
数
十
分
、

車
か
ら
降
り
て
走
っ
て
行
っ
た
西
村
さ
ん

が
「
居
ら
れ
ま
し
た
！
」
と
言
い
な
が
ら

他
ホ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ン
近
く
で
作
業
中
の

会
員
さ
ん
を
発
見
。

グ
ル
ー
プ
で
仲
良
く
バ
ン
カ
ー
な
ら
し

な
ど
さ
れ
て
い
る
風
景
を
想
像
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
。
一
人

で
特
殊
な
車
を
操
り
、
限
ら
れ
た
時
間
内

に
整
備
を
完
了
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

時
間
と
の
勝
負
と
も
言
え
る
仕
事
で
す
。

や
っ
と
巡
り
合
っ
た
会
員
さ
ん
と
、
短

い
挨
拶
の
後
、
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

プ
レ
イ
さ
れ
る
お
客
さ
ま
が
到
着
を
始
め

る
時
間
に
も
近
い
の
で
、
早
々
に
退
散
い

た
し
ま
し
た
。

「
元
気
に
や
っ
て
る
よ
ー
」
と
明
る
く

手
を
振
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な

さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

（
阪
口
記
）

シ
ャ
ー
マ
ン

門
に
は
入
口
の
門
、
出
口
の
門
が
あ
り

ま
す
が
、
勝
利
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た

『
凱
旋
門
』、
ハ
ン
メ
ル
ン
の
子
供
た
ち
が

笛
の
音
に
誘
わ
れ
て
東
門
か
ら
消
え
た

『
誘
惑
の
門
』、「
こ
の
門
を
く
ぐ
る
者
は

一
切
の
希
望
を
捨
て
よ
」
の
銘
文
で
知
ら

れ
る
『
地
獄
門
』
等
々
・
・「
行
き
来
す

る
門
」
と
「
そ
こ
か
ら
違
う
世
界
に
な
る

境
界
に
立
つ
門
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

隣
の
も
の
と
の
対
比
と
な
る
空
間
的
な

領
域
を
区
切
る
と
き
に
、
ど
ち
ら
に
も
属

さ
な
い
領
域
と
、
ど
ち
ら
に
も
属
す
る
領

域
が
あ
り
、
こ
れ
を
彼
岸
と
此
岸
に
な

ら
っ
て
異
界
と
此
界
と
す
る
時
、
彼
岸
は

死
者
の
世
界
、
異
界
は
死
者
の
世
界
に
限

ら
ず
、人
と
は
異
な
る
も
の
の
存
在
す
る
、

時
と
し
て
私
た
ち
の
此
界
が
そ
れ
と
触
れ

合
い
、
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
る
世
界
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ー
マ
ン
は
こ
の
異
界
と
此
界
を
結

び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
人
、地
下
、

地
上
、天
上
の
三
つ
の
世
界
を
行
き
来
し
、

宗
教
的
儀
式
を
取
り
仕
切
る
人
で
、
日
本

の
巫
女
の
よ
う
な
人
で
す
。
南
方
文
化
圏

で
は
人
々
の
心
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

（
中
村
記
）
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フリースペース への投稿お待ちしています。フリースペース

老
人
閑
居
し
て
川
柳
に
挑
む

◆ 

本
号
よ
り
左
記
７
名
で
編
集
発
行
を

担
当
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
充
実
し
た
記
事
が
お
届
け
で
き

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

 

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

陸
浦
孝
之　

・　

赤
沢
徳
和

岩
﨑
龍
二　

・　

中
村
玲
子

阪
口
俊
治　

・　

志
賀
幸
子

高
柳
倫
子

◆ 

会
員
自
ら
の
手
作
り
広
報
誌
。
発
刊

に
辿
り
着
く
に
は
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
。
初
め
て
携
わ
っ
て
み
て
労
苦

を
肌
に
感
じ
る
。
覚
悟
を
決
め
て
船
出

し
ま
し
た
。

◆ 

「
シ
ル
バ
ー
の
窓
口　

明
る
く
て
、
応

対
も
良
く
な
り　

気
分
好
い
ね
！
」
と

会
員
の
声　

そ
う
な
ん
で
す
。
改
善
さ

れ
暗
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
何
処
へ
や

ら
。
元
気
が
貰
え
る
雰
囲
気
が
い
っ
ぱ

い
。

◆ 

「
市
長
、
議
長
と
も
に
女
性
が
就
任
全

国
的
に
も
珍
し
い
所
沢
」
当
シ
ル
バ
ー

も
４
名
の
女
性
役
員
誕
生
・
婦
人
部
の

活
動
も
め
ざ
ま
し
い
。
女
性
パ
ワ
ー
が

強
ま
れ
ば
男
性
会
員
も
元
気
が
出
る
。

女
性
会
員
増
強
に
力
を
貸
し
ま
し
ょ

う
。 

（
陸
浦
）

第
三
章　

川
柳
雑
感

　
　
　
　

富
岡
地
区　

久
野　

忠
夫

俳
人
一
茶
の
俳
句
に
は
《
川
柳
》
と
区

別
の
つ
け
難
い
作
品
が
多
い
。〔
俳
句
は

自
然
〕、〔
川
柳
は
人
間
味
〕
と
云
わ
れ
る

が
、俳
句
は
季
語
を
含
ん
だ
〔
有
季
定
型
〕

の
原
則
が
あ
り
、
川
柳
の
本
質
に
も
ま
た

〔
定
型
十
七
文
字
〕
の
短
詩
文
芸
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。

又
読
む
人
の
三
分
の
二
が
納
得
･
共
感

し
な
け
れ
ば
秀
作
と
は
云
い
難
い
。
ひ
ね

り
を
利
か
せ
た
文
芸
《
川
柳
》
と
は
奥
深

い
も
の
で
す
ね
。

皆
様
も
脳
の
活
性
に
如
何
で
す
か
。

　
　
　
　

〜
〜
〜　
　

〜
〜
〜

大
鷹
の　

声
響
く
森　

今
若
葉

両
肩
へ　

夢
と
期
待
の　

ラ
ン
ド
セ
ル　

腰
を
折
り　

幼
児
の
悩
み
涙
聴
く

プ
ラ
イ
ド
を
只
ら
胸
に二

度
の
職　

糟
糠
の　

妻
と
両
輪　

五
十
年

悠和会では、会員の親睦を図るための活動の

場として、サークルへ気軽に、また、積極的

に入会をお願いしております。

19年 6月以降　新設サークル

・ さわやか体操 12 名 代表 犬嶋　敞子

・ 徒歩登歩会 9 名 代表 波多野　 輝義

・ 麻雀愛好会 27 名 代表 柘植　康嗣

カラオケ・カメラ・ゴルフ・温泉小旅行・

太極拳・ボウリング・手芸・植物を楽しむ会・

歌の会「ひまわり」・しろがね吟詠会・

所沢悠々詩吟の会

　20年 6月現在　14サークルです。

＊入会希望者は、

悠和会事務局（横田・吉井）まで

☆ 8 月 24日（日）　花火大会　　　　
 西武ゆうえんちビアガーデン　　　　　
 申込締切　7月 31日（木）先着 100 名

☆ 9 月 18日 ( 木 ) ～ 19 日 ( 金 )　月岡温泉一泊旅行
 日本三大渓谷・清津峡と弥彦神社
 申込締切　先着 120 名まで

☆ 9月 24日（木）野球観戦
 西武ドーム　対　千葉ロッテ
 申込締切　8月 29日 ( 金 )　先着 100 名

★ 10 月 6日（月）ボウリング大会
 所沢スターレーン
 申込締切　先着 100 名まで

★ 10 月 8日（水）～ 11日 ( 土 )　会員作品展
 所沢市　第二市民ギャラリー
 応募締切　9月 1日まで

☆ 10 月 25日（土）～ 26( 日 ) 市民フェスティバル
 航空公園　福祉コーナー

●　申込み、照会等は、悠和会事務局　
　　横田・吉井まで｛２９２８－８６９５｝ 

　　　〈★ 30周年記念行事と協賛〉

サークルからのお知らせ
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シ
ル
バ
ー 

豆 

宣 

伝

〜
会
員
さ
ん
大
募
集
！
〜

空
い
て
い
る
お
時
間
を

　

有
効
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
臨
時
的
か
つ

　

短
期
的
な
仕
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
住
ま
い
の

健
康
で

60
歳
以
上
の

働
く
意
欲
の
あ
る
方

ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
我
こ
そ
は
と

思
わ
れ
る
方
、
是
非
ご
登
録
を
！

皆
さ
ん
の
今
ま
で
の
経
験
・
知
識
を
も
う
一

度
活
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
の
流
れ

①
本
人
が
来
所
↓　

②
新
入
会
員
説
明
会
出
席
↓

③
理
事
会
で
承
認
後
、
会
員
と
な
り
ま
す
。

＊
随
時
募
集
中
で
す
！

問
い
合
わ
せ
先

　

電
話　

０
４
ー
２
９
２
８
ー
８
６
９
５

旧
所
沢
市
役
所
（
宮
本
町
） 

お
知
ら
せ

◎ 

健
康
相
談
日（
当
セ
ン
タ
ー
）

       

８
月
21
日
（
木
）
午
後

　

９
月
18
日
（
木
）
午
後

　

10
月
16
日
（
木
）
午
後

                             

◎ 

就
業
相
談
日

毎
週
水
曜
日
（
午
後
１
時
〜

３
時
）
就
業
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

  

未
就
業
会
員
の
方
は
是
非
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
一
口
メ
モ

2

★祝　 賀　 会
 平成２０年１０月１５日（水）13：00～

 「くすのきホール」　所沢駅　東口

 ＊記　念　講　演

 ＊式　　　　　典

 ＊祝　　賀　　会

 　記　念　品

 　　記念誌　「30年の航跡」

 　　記念品　

★記　念　行　事

 ＊ボランティア活動　

 　　清掃活動　１０月３日（金）９時

 　　航空公園駅と市役所周辺

★親　睦　行　事
 ＊ボウリング大会　１０月６日（月）
 　　スターレーン　　　

 ＊会員作品展　１０月８日～１１日
 　　所沢市市民第二ギャラリー

３０周年という記念する年を迎えました。

航跡を振り返り、そして今後の飛躍を

期して記念行事をおこないます。

　多くの会員の皆様と共に祝いたい

と念願しております。

今から予定をカレンダーに組み入れてください。

お願い申し上げます。　　（記念行事実行委員会）

〜
〜
食
中
毒
の
季
節
で
す
！
〜
〜

❖ 

菌
を〈
つ
け
な
い
〉

 

手
を
よ
く
洗
う
、
ま
な
板
・
包
丁
・
布

巾
・
ス
ポ
ン
ジ
等
は
熱
湯
消
毒

❖ 

菌
を〈
増
や
さ
な
い
〉

 

冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い

❖ 

菌
を〈
殺
す
〉

 

食
品
は
よ
く
加
熱
し
て
食
す

＊
三
原
則
を
守
っ
て
、
健
康
な
日
々
を
送

り
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

!!
熱
中
症
と
は
!!

体
は
、暑
い
環
境
や
身
体
活
動
に
よ
り
、

体
内
に
熱
が
溜
ま
る
と
汗
を
出
し
て
体
温

を
下
げ
体
を
守
り
ま
す
。
熱
中
症
は
熱
を

下
げ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
体
温
が
上
が
っ

た
ま
ま
の
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。

脳
や
心
臓
、
腎
臓
な
ど
の
大
切
な
臓
器

が
正
常
に
働
け
な
く
な
る
状
態
で
す
。

＊
予
防
し
ま
し
ょ
う
＊

❖ 

日
陰
を
歩
こ
う
。
帽
子
・
日
傘
を
！

❖ 

服
装
は
、
吸
汗
・
速
乾
の
素
材
を
！

❖ 

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
よ
う
！

❖ 

暑
く
な
り
始
め
や
梅
雨
明
け
な
ど
も

湿
気
で
体
に
熱
が
こ
も
り
ま
す
！

❖ 

車
中
は
、
温
度
が
上
が
り
や
す
い
！

❖ 

寝
不
足
・
体
調
不
良
・
栄
養
の
か
た 

よ
り
に
注
意
！ 

（
高
柳
記
）

創立３０周年記念行事のお知らせ創立３０周年記念行事のお知らせ


